
令和５年度シラバス（理科）     学番７  新潟県立新潟北高等学校  

教科(科目)  理科（ 生物基礎 ）  単位数  ２単位  学年(コース)  １学年  

使用教科書  高等学校 新生物基礎(第一学習社)  

副教材等 新課程版 ネオパルノート生物基礎（第一学習社）  

 

１ 学習目標 

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを

通して，生物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。 

(1) 日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究

するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

(3) 生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の

保全に寄与する態度を養う。 

 

２ 指導の重点 

(1) 中学校理科との関連を考慮しながら，生物学の基本的な知識を理解させるとともに，学習を通して

科学的に物事を考える力や判断する力を養う。 

(2) 観察，実験などを行うことで，身近な生物や生物現象への関心を高めとともに，生命を尊重し自然

を大切にしようとする態度を養う。 

 

３ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

生物や生物現象についての理解

を深め，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関する技

能を身に付けるようにしている。 

自然の事物・現象の中に問題を見

いだし，見通しをもって観察，実

験などを行い，科学的に探究する

力を身に付けるようにしている。 

自然の事物・現象に主体的に関わ

り，科学的に探究しようとする態

度を身に付けるようにしている。 

 

 

４ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評

価

の

観

点 

生物や生物現象についての理

解を深め，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関

する技能を身に付けるように

している。 

自然の事物・現象の中に問題を見

いだし，見通しをもって観察，実

験などを行い，科学的に探究する

力を身に付けるようにしている。 

自然の事物・現象に主体的に関

わり，科学的に探究しようとす

る態度を身に付けるようにし

ている。 

 

評

価

方

法 

定期考査(中間考査・期末考査)

・授業への取り組み方・提出物

・出席状況等を考慮し，観点別

に評価し，総合的に判断する。 

定期考査(中間考査・期末考査)

・授業への取り組み方・提出物・

出席状況等を考慮し，観点別に評

価し，総合的に判断する。 

定期考査(中間考査・期末考査)

・授業への取り組み方・提出物

・出席状況等を考慮し，観点別

に評価し，総合的に判断する。 
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第 1 章  

生物の特徴 

第 1節 

生物の共通

性 

 

 

 

第 2 節 

生物とエネ

ルギー 

 

 

 

 

 

 

第 2 章 

遺伝子とそ

の働き 

第 1節 

遺伝情報と

DNA 

 

 

 

 

 

第 2 節 

遺伝情報と

タンパク質

の合成 
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①生物にみら

れる共通性 

②生物の共通

性の由来 

③細胞構造の

共通性 

 

 

①エネルギー

と代謝 

②代謝と ATP 

 

 

③代謝と酵素 

④光合成と呼

吸 

 

① 染 色 体 ・

DNA・遺伝子 

②DNA の構造 

③DNA の複製 

 

 

④DNA の分配 

 

 

 

 

①タンパク質

の構造と働き 

 

②遺伝子の発

現とタンパク

質合成(1) 

③遺伝子の発

現とタンパク

・地球上のさまざまな環境には，多種多様

な生物が生息しており，生物は多様である

ことを理解する。 

・共通の祖先が進化の過程を経て，生物が

多様化したことを理解する。 

・原核細胞と真核細胞でそれぞれみられる

特徴を理解する。 

 

・生命活動にエネルギーが必要であること

を理解する。 

・代謝には同化と異化があること，また，

代謝に伴うエネルギーの移動には ATP が関

わっていることを理解する。 

・酵素の基本的な特徴について理解する。 

・光合成と呼吸の過程について理解する。 

 

 

・遺伝子と DNA と染色体の関係について理

解する。 

・DNA の基本的な構造を理解する。 

・塩基の相補性にもとづいて DNA が複製さ

れていることに気づき，半保存的複製を理

解する。 

・間期の間に DNA が複製され，細胞分裂を

通じて均等に分配されることで，細胞分裂

の前後で遺伝情報の同一性が保たれるこ

とを理解する。 

 

・生体内には多種多様なタンパク質が存在

し，酵素などとしてさまざまな働きをして

いることを理解する。 

・タンパク質は，多数のアミノ酸が鎖状に

つながってできたものであることを理解

する。 

・DNA の塩基配列が mRNA の塩基配列に写し

取られ（転写），これがアミノ酸配列に置
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定期考査 

小テスト 

実験レポ

ート 

授業への

取り組み

方 

提出物へ

の取り組

みや提出

状況 
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第 3 章 

ヒトのから

だの調節 

第 1節 

からだの調

節と情報の

伝達 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 節 

免疫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 章 

生物の多様

性と生態系 

第 1節 

植生と遷移 
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質合成(2) 

 

④細胞と遺伝

子の働き 

 

①恒常性と情

報の伝達 

②神経系 

 

③自律神経系

の働き 

 

④ホルモンの

働き 

⑤血糖濃度の

調節 

⑥体温の調節 

⑦からだの調

節と血液の働

き 

 

①病原体から

からだを守る

しくみ 

②自然免疫 

③獲得免疫の

しくみ 

④獲得免疫の

特徴 

⑤免疫と疾病 

 

 

⑥免疫と医療 

 

 

 

①さまざまな

植生 

 

 

②植物と環境 

き換えられる（翻訳）という流れを理解す

る。 

・全遺伝子が常に発現しているのではな

く，細胞によって発現する遺伝子が異なっ

ていることを理解する。 

・恒常性と体液の種類である血液，組織液，

リンパ液について理解する。 

・脳幹の働きと，脳死がどのような状態で

あるのかについて理解する。 

・自律神経系には交感神経と副交感神経が

あり，これらが拮抗的に働くことによって

体内環境を調節していることを理解する。 

・内分泌系による体内環境の調節の特徴に

ついて理解する。 

・内分泌系と自律神経系によって血糖濃度

が調節されるしくみについて理解する。 

・体温調節のしくみについて理解する。 

・血液凝固のしくみと体内環境の維持との

関係について理解する。 

 

 

・皮膚や粘膜による生体防御や，免疫を担

う細胞や器官の種類と働きの概要を理解

する。 

・自然免疫のしくみを理解する。 

・獲得免疫による病原体排除の流れを理解

する。 

・抗体の特徴や，病原体にのみ反応を起こ

すしくみを理解する。 

・アレルギーや自己免疫疾患，エイズなど

身近な免疫に関する疾患の生じるしくみ

を理解する。 

・拒絶反応や予防接種，血清療法のしくみ

を理解する。また，近年では抗体医薬が用

いられていることを理解する。 

 

・植生は，相観によって森林・草原・荒原

に大別され，森林には階層構造がみられ，

階層によって光などの環境が異なること

を理解する。 

・光の強さと光合成速度の関係や，陽生植
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第 2 節 

生態系とそ

の保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ６ 

 

 

③植生の遷移

と環境 

 

④植生の破壊

と遷移 

⑤遷移とバイ

オーム 

 

 

⑥日本のバイ

オームと気候 

 

 

①生態系 

②生物どうし

の関係 

③生物どうし

の関係と種の

多様性 

④生態系のバ

ランスと撹乱 

 

 

 

 

 

⑤人間活動に

よる生物の持

ち込み 

⑥生息地の破

壊 

⑦生息地の分

断化 

 

⑧生態系の保

全とその意義 

物，陰生植物の光合成速度の特徴を理解す

る。 

・乾性遷移のモデルについて，土壌の形成

や光環境の変化などの環境形成作用に注

目して理解する。 

・湿性遷移，二次遷移，ギャップについて

理解する。 

・バイオームの概念を理解し，陸上にはそ

の地域に生育する植物を基盤としたさま

ざまなバイオームが成立することを理解

する。 

・日本におけるバイオームの水平分布と垂

直分布を理解し，各バイオームの特徴的な

植物種を理解する。 

 

・生態系の構成について理解する。 

・生態系の種の多様性や個体数は環境と密

接に関係していることを理解する。 

・生物は，食物連鎖（食物網）によってつ

ながっていることを理解する。 

 

・生物の個体数や量は，常に一定の範囲内

で変動しながらバランスが保たれている

ことを理解する。 

・生態系には復元力があるが，復元力を超

えるような撹乱が起こった場合には，以前

とは異なる状態に移行することを理解す

る。 

・人間活動が生態系にさまざまな影響を与

えていることを理解する。 

 

・絶滅危惧種と人間活動との関係について

理解する。 

・開発や自然に対する人間の働きかけの縮

小が生息地の破壊となり，生態系に影響を

与えることがあることについて理解する。 

・人間は，生態系からさまざまな恩恵を受

けており，それを受け続けるためには生態

系を保全する必要があることを理解する。 
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   計 70 時間（50 分授業） 

６ 課題･提出物等 

提出物はきちんと取り組んだものを，期限を守って提出してください。 



 

７ 担当者からの一言 

生物に関する基本的なことを日常生活と関連づけて学習します。常に主体的に考える姿勢を持ち，知識

を元に考え・判断し表現できるようにしましょう。 

 


